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大腸がんの早期発見を！ ～内視鏡によるがん治療最前線～
　日本人の死因第1位は、「がん」です。
その中でも年々増加し、発生率が非常に
高い「大腸がん」の予防や症状、治療方法
などについて、当院の消化器内科医
師が、丁寧にお話させていただきます。
お気軽にご参加ください。

8月29日（水）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

次回予告

講 

師

日 時

会 場

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい横浜ホスピタル（総務課）
☎045-681-5101
横浜市中区万代町2-3-3

ふれあい横浜ホスピタル
消化器内科

石垣 智之 医師

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

9月26日（水） 【講師】 腎臓内科 谷藤医師

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜市役所

横浜文化体育館

JR関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

白内障手術で世界が変わる？ ～白内障手術について～
　白内障の治療には主に「超音波乳化
吸引術」と「眼内レンズ挿入術」による
手術療法があります。最近、ものが見え
づらい、まぶしいなどの症状はありませ
んか？白内障を知り治療することで、あな
たの視界が変わるかもしれません。是非
お越しください。

8月28日（火）15：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

講 

師

康心会汐見台病院
眼科科長
金田 英蘭 医師
医学博士

次回予告
9月下旬開催予定

交通のご案内

お問合わせ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581
横浜市磯子区汐見台1-6-5

根岸線磯子駅、京急屏風浦駅よりバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

康心会汐見台病院 地下２階 会議室

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
横須賀街道 16

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦
バ
イ
パ
ス

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
自
宅
で
で
き
る
ケ
ア
な
ど

も
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

　

Ａ
．
院
内
の
売
店
で
は
、
当
院

医
師
が
お
す
す
め
す
る
「
ピ
ー
リ

ン
グ
石
鹸
」
等
を
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
診
察
後
に
ご
自
宅
で
お

使
い
頂
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

医
療
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
フ
ェ
イ
ス
リ
フ
ト
▽
シ
ミ
取
り

（
レ
ー
ザ
ー
治
療
あ
り
）
▽
ほ
く

ろ
取
り
▽
脱
毛
（
レ
ー
ザ
ー
治

療
あ
り
）
▽
目
頭
形
成 

な
ど

            

※
自
由
診
療
（
保
険
対
象
外
）

　
Ｑ
．「
レ
ー
ザ
ー
治
療
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
シ
ミ
は
も
と
よ
り
、
真

皮
内
に
深
く
入
り
込
ん
だ
メ
ラ

ニ
ン
色
素
で
青
く
見
え
る
ア
ザ

に
対
し
て
も
、
効
果
的
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー
は

黒
色
色
素
（
メ
ラ
ニ
ン
色
素
）

に
反
応
し
、
色
素
細
胞
だ
け
を

破
壊
す
る
の
で
、
周
囲
の
正
常

組
織
に
対
し
て
も
そ
の
安
全
性

　
Ｑ
．「
形
成
外
科
」
と
い
う
診

療
科
で
は
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を

し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
形
成
外
科
は
、
先
天
性
異

常
や
外
傷
、
腫
瘍
な
ど
の
治
療
を

行
な
い
、
機
能
的
な
改
善
を
目
指

す
医
療
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
当
院
で
は
「
美

容
外
科
※
」
と
し
て
の
役
割
も
担

い
、「
よ
り
良
く
、
よ
り
美
し
く
、

よ
り
快
適
に
」
を
目
指
す
美
容
・

健
康
増
進
・
老
化
予
防
の
抗
加
齢

　

関
内
駅
か
ら
徒
歩
３
分
で
ア
ク
セ
ス
が
良
い

「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
横
浜
市
中
区
）

の
形
成
外
科
を
紹
介
し
ま
す
。      〈
取
材
協
力
〉

    

▶︎
レ
ー
ザ
ー
機
器

▲
ピ
ー
リ
ン
グ
石
鹸

　

つ
ま
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
、
前
向
き
で
元
気
な
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

　

日
本
の
高
齢
者
は
３
４
５
０
万

人
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
超
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
保

持
は
大
き
な
課
題
で
、「
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
」
も
重
要
な
意
味
を

も
ち
ま
す
。

　

今
は
「
高
齢
者
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
人
々
も
、
こ
れ
か
ら
は
社
会

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
の
世
の
中
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
「
か
も
し
れ
な

い
」
を
支
え
て
い
る
一
つ
が
「
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
な
の
で
す
。

健
康
長
寿
を
め
ざ
す
予
防
医
学
を

示
し
て
い
る
の
で
す
。
当
然
、
目

的
は「
元
気
で
長
寿
を
享
受
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

真
の
「
長
寿
」「
元
気
」
と
は

　

歳
を
重
ね
て
い
く
過
程
で
何
ら

か
の
病
気
に
な
っ
て
も
、
人
生
の

目
標
や
生
き
が
い
を
も
ち
、
精
神

的
に
前
向
き
で
希
望
が
あ
る
暮
ら

し
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
「
元
気
で

あ
る
」
と
受
け
止
め
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

本
当
の
「
長
寿
」
と
は
、
長
く

元
気
で
心
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
で

あ
り
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
心
の

健
康
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

よ
く
耳
に
す
る
「
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
」（
日
本
語
直
訳
「
抗
加

齢
医
学
」）
と
い
う
言
葉
の
本
来

の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

予
防
医
学
の
一
つ

　

生
物
に
は
、「
加
齢
」
と
い
う

現
象
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
医
学
的
な
介
入
に

よ
っ
て
加
齢
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
【
動
脈
硬
化
】
や
【
が
ん
】
と

い
っ
た
疾
患
の
発
生
率
を
下
げ
、

屏風浦駅・磯子駅・上大岡駅などから
無料シャトルバスを運行している同院

　

腹
腔
鏡
で
の
手
術
は
お
腹
に
小

さ
な
穴
を
開
け
、
カ
メ
ラ
を
使
用

し
た
手
術
方
法
な
の
で
、
手
術
の

傷
も
目
立
ち
に
く
く
、
術
後
の
回

復
も
早
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

当
院
の
外
科
手
術
で
は
、
患
者

様
の
身
体
に
で
き
る
だ
け
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
可
能
な
限
り

腹
腔
鏡
手
術
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
虫
垂
炎
や
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
で

か
か
り
つ
け
医
に
手
術
の
診
断
を

下
さ
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
当
院
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
」。（
取
材
協
力
／
康

心
会
汐
見
台
病
院
・
横
浜
市
磯
子

区
汐
見
台
１
の
６
の
５
）

菌
剤
の
使
用
で
治
療
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
虫
垂
の
炎
症
が
高

度
な
も
の
や
、
破
裂
し
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
手
術
で
の
治
療

が
必
要
で
す
。
手
術
に
は
、
①
開

腹
手
術
と
②
腹
腔
鏡
を
使
用
し
た

手
術
の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま

す
」

手
術
方
法
の
違
い

　
（
赤
池
院
長
）「
開
腹
手
術
は
、

お
腹
を
メ
ス
で
切
る
の
で
、
傷
が

目
立
ち
や
す
く
、
術
後
の
回
復
に

も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
『
盲
腸
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

虫
垂
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
も

の
を
『
虫
垂
炎
』
と
い
い
、
こ
の

虫
垂
炎
が
盲
腸
に
ま
で
お
よ
ん
で

し
ま
っ
た
場
合
は
『
盲
腸
炎
』
と

呼
ば
れ
ま
す
。

　

虫
垂
を
手
術
で
切
除
す
れ
ば
治

る
疾
患
で
す
が
、
虫
垂
炎
に
も
軽

症
か
ら
重
症
ま
で
、
状
態
は
様
々

で
す
」重

症
度
で
異
な
る
治
療

　
（
赤
池
院
長
）「
軽
症
で
は
、
抗

　

罹
患
者
は
幅
広
い

　
（
赤
池
院
長
）「
虫
垂
炎
は
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で

も
起
こ
り
得
る
疾
患
の
一
つ
で
、

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
（
☎︎
０
４
５
・
７
６
１
・
３
５
８
１
）
で
は
、
身
体
に
や
さ

し
い
外
科
手
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
外
科
医
で
あ
り
、
同
院
の
院
長
を
務
め
る

赤
池
信
医
師
に
、
虫
垂
炎
の
手
術
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
腹
膜
炎
が
進
行
す
る
と
、
さ

ら
に
「
敗
血
症
」
と
な
り
、
最
悪

の
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
か
ら
死

亡
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
。

　

お
腹
の
痛
み
は
軽
視
し
て
、
つ

い
我
慢
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、「
た
だ
の
胃
痛
で
し
ょ
」
と

自
己
判
断
で
放
置
せ
ず
、
き
ち
ん

と
医
療
機
関
を
受
診
す
る
意
識
を

も
ち
ま
し
ょ
う
。

と
自
己
判
断
し
て
し
ま
う
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
そ

の
勘
違
い
に

よ
っ
て
、
市
販

の
胃
薬
な
ど
で

様
子
を
見
よ
う

と
す
る
こ
と
は

危
険
で
す
。

　

も
し
も
虫
垂

炎
で
あ
っ
た
場

合
は
、
放
置
す

る
こ
と
で
炎
症

で
膿
を
も
っ
て

「
腹
膜
炎
」
を

シ
ョ
ッ
ク
死
も
あ
り
え
る

　

虫
垂
炎
の
症
状
は
、
気
持
ち
が

悪
く
な
っ
て
嘔
吐
し
た
り
、
お
腹

が
張
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、

『
胃
や
腸
の
調
子
が
悪
い
の
か
な
』

　

通
称
「
盲
腸
」
と
呼
ば
れ
る
疾

患
「
虫
垂
炎
」
は
、
突
然
痛
み
が

起
こ
り
ま
す
。

　

み
ぞ
お
ち
辺
り
の
違
和
感
か
ら

は
じ
ま
り
、
次
第
に
痛
み
が
増
し

て
き
ま
す
。 　

「
お
腹
が
痛
い
」
―
―
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
、
わ
ざ
わ
ざ
病
院
へ
行
こ
う
と
思

う
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、そ
の
痛
み
が
虫
垂
炎
で
あ
っ
た
場
合
、放
っ

て
お
く
と
腹
膜
炎
や
敗
血
症
を
引
き
起
こ
し
、
大
惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

日本形成外科学会専門医
日本頭蓋顎顔面外科学会専門医 
日本創傷治癒学会専門医 ほか

ふれあい横浜ホスピタル 検索

形成外科のご案内 完全予約制
月

AM

PM

火 水 木 金 土

予約制 予約制

予約制 予約制

JR関内駅
より
徒歩３分

ふれあい横浜ホスピタル
☎045‐681‐5101
横浜市中区万代町2‐3‐3

担当医 鳥飼 勝行

虫垂炎の主な症状
みぞおちの痛み 気持ち悪い 嘔 吐

放置すると・・・
腹膜炎 敗血症

細
菌

大
腸 小腸 血流

炎症

炎症

小腸大
腸

大腸

大
腸

直腸

虫垂

虫垂

小腸へ

肛門

胃

虫垂の位置
日
本
外
科
学
会 

専
門
医
・
指
導
医

日
本
消
化
器
外
科
学
会 

専
門
医
・
指
導
医

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会 

専
門
医

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医

康心会汐見台病院 赤池信 院長

「
抗
加
齢
医
療（
美
容・老
化
予
防
）も
ご
相
談
を
」

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
形
成
外
科

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
は
予
防
医
学

虫
垂
炎
も
腹
腔
鏡
手
術
で
早
期
回
復
へ

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
外
科　
赤
池
信 
院
長

　
　

た
だ
の
胃
痛
が
「
え
っ
、︎
盲
腸
⁉
」

　
　
　
　
　
　
　
　

   

自
己
判
断
の
落
と
し
穴
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有料老人ホーム　ナーシングローズヴィラ鎌倉
『いつも誰かがそばにいる』家庭的な小規模ホーム
　有料老人ホーム「ナーシングローズヴィラ鎌倉」
は、家庭的な温かい雰囲気が評判の施設です。季
節の催しもアットホームに行なわれています。
　8 月 25 日（土）から 9 月 9 日（日）まで毎日
施設見学会を開催しますので、実際に施設の雰囲
気をご覧ください。

リハビリメニューも豊富！
グループ病院から理学療法士が訪問し、

個別リハビリ・集団リハビリを提供します！

　施設には看護師が常駐しており、「生活リハビリ」も
実施しています。看護師が日常生活の起床、歯磨き、食事、
歩行などの動作を評価し、一人ひとりに合わせた必要最
低限の介助をしながら、できることは無理のない範囲で
ご自身で行なって身体機能を維持・向上させます。
　概ね 65 歳以上なら「自立」から「要介護５」まで入
居でき、原則終身にわたって利用が可能です。

見学会
開催

日 月 日８ 25月 土 9 日9 14 時～
1 日 2組限定

☎0467-42-8666
ナーシングローズヴィラ鎌倉

神奈川県鎌倉市上町屋 733-1
湘南町屋駅

←湘南江の島駅 大船駅→
湘南モノレール

老健かまくら

富士塚小

三菱電機特機
システム

三菱電機鎌倉
製作所

セブンイレブン

ココ

ふれあい東戸塚ホスピタルでは、近隣の中高生
や社会人を対象に、看護・リハなど病院業務の
体験機会を設けています。
今年度実施した看護体験の一部を紹介します。

お申し込み･お問い合わせはこちら

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎ 045-827-2637

看護業務･リハビリテーション業務体験受付中！

患者さんを
笑顔にしていた
のが、とても
印象的でした！

●名瀬中学校の生徒さんの様子
　 （上）リハビリ業務の見学
　 （右）病棟の見学

●秋葉中学校の生徒さんの様子
　　（上）聴診器の体験
　　（左）リハビリ業務の見学

医療の知識を
学べて良かった。
もっと医療について
学んでいきたい
と思いました。

日時、参加人数などご相談下さい！

最寄駅『JR 東戸塚駅』

必
要
に
な
っ
て
も
退
去
や
転
居
の

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
原
則
的
に

入
居
時
の
お
部
屋
で
生
活
を
お
続

け
い
た
だ
け
ま
す
。

　

３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
専
属

の
介
護
ス
タ
ッ
フ
（
日
中
は
看
護

師
も
）
が
常
駐
し
、
入
居
者
様
の

健
康
と
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
居
室
は
お
一
人
様
用
の
ほ

か
、
夫
婦
部
屋
や
コ
ネ
ク
ト
ル
ー

ム
な
ど
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
住
宅
型
ホ
ー
ム
で
の

暮
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
求
め
て
い
る
医
療
行
為
に
対

応
で
き
る
訪
問
看
護
な
ど
、
専
門

性
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

ご
自
身
の
希
望
や
好
み
に
合
わ
せ

て
選
択
し
、
利
用
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
Ｑ
．
ホ
ー
ム
周
辺
の
東
戸
塚
エ

リ
ア
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

所
な
ど
が
充
実
し
て
い
ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
東
戸
塚
エ
リ
ア
に

は
、
病
院
や
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
訪
問

介
護
事
業
所
、
訪
問
看
護
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
施
設

な
ど
、
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
の
各

種
専
門
サ
ー
ビ
ス
が
集
中
し
て
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
介
護
度
に
応
じ
て
、
退
去

の
心
配
が
出
て
く
る
の
で
は
？

　

Ａ
．
当
ホ
ー
ム
で
は
、
介
護
が

　
Ｑ
．「
住
宅
型
」
と
呼
ば
れ
る

老
人
ホ
ー
ム
で
受
け
ら
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
（
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）
Ａ
．

住
宅
型
ホ
ー
ム
で
は
、
自
宅
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
と
同
様

に
、介
護
保
険
の
自
己
負
担
分（
１

〜
３
割
負
担
）
を
使
っ
て
、
ご
自

身
が
必
要
と
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
門
の
設
備
が
整
っ
た
通
所
の

リ
ハ
ビ
リ
施
設
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

　
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
」
は
、
自
立
〜
要
介
護
５
の
人
ま
で
、
高
齢

者
の
充
実
し
た
生
活
を
支
援
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
今
、
元
気
な
人
だ
け
で
な
く
、

手
厚
い
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
同
ホ
ー
ム
で
、お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

○
…
「
当
院
（
康
心
会
汐
見
台

病
院
）で
は
、で
き
る
限
り
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
〝
自
然
な
お
産
〟
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
助

産
師
が
多
い
こ
と
を
活
か
し
、
助

産
院
の
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
と
、
幅
広
い
診
療
科
を
も

つ
病
院
と
い
う
医
療
面
で
の
安
心

感
を
併
せ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
当

院
の
特
徴
で
す
」。
東
京
慈
恵
会

医
科
大
学
付
属
病
院
で
の
キ
ャ
リ

ア
を
経
て
、
昨
年
１
月
か
ら
康
心

会
汐
見
台
病
院
で
外
来
診
察
（
㈪

㈫
㈯
の
午
前
）
の
ほ
か
、
主
に
分

娩
、
手
術
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
幼
い
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ

い
食
事
（
栄
養
摂
取
）
に
配
慮
し

た
家
庭
で
育
っ
た
中
島
医
師
。
一

時
は
外
科
医
を
志
望
し
ま
し
た

が
、
同
じ
女
性
と
し
て
共
感
し
親

身
に
寄
り
添
う
診
療
が
で
き
る
産

婦
人
科
医
を
選
択
し
ま
し
た
。「
い

ざ
な
っ
て
み
る
と
、
女
性
の
一
生

を
ト
ー
タ
ル
で
診
る
科
な
の
で
、

医
師
と
い
う
立
場
以
上
に
人
と
し

て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
患

者
様
に
還
元
で
き
る
の
で
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
、
産
婦
人
科

医
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」。
大
学
病
院
で
は
朝
か
ら
日

暮
れ
ま
で
手
術
を
担
当
し
て
い
た

経
験
も
あ
り
、
婦
人
科
の
診
療
で

は
子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢
腫
な
ど
の

外
科
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
常
勤
医
（
３
名
）
と
非
常

勤
医
の
体
制
で
、
夜
間
な
ど
の
緊

急
時
対
応
も
整
え
て
い
る
康
心
会

汐
見
台
病
院
・
産
婦
人
科
を
「
地

元
と
の
連
携
が
密
接
な
点
も
長
所

だ
と
思
い
ま
す
。
堅
苦
し
い
関
係

で
は
な
く
、
電
話
一
本
で
地
域
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
等
か
ら
ご
連
絡
、
ま

た
は
ご
相
談
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。『
地
域
密

着
』
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な

病
院
で
す
」。
診
察
す
る
患
者
本

人
の
ほ
か
、
付
き
添
い
等
で
夫
や

子
、
両
親
、
祖
父
母
と
い
っ
た
幅

広
い
世
代
と
接
す
る
た
め
、
特
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し

て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
例
え
ば
、

超
音
波
で
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き
を
見

せ
て
『
元
気
で
す
よ
』
と
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
り
、
上
の
お
子

さ
ん
に
も
声
を
掛
け
ま
す
。
心
理

学
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
」
と
終

始
明
る
い
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

中島 有紀 医師
 （なかじま ゆき）　　　　

康心会汐見台病院
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 産婦人科専門医

  

一い

ち

女
性
と
し
て
多
く
を
学
び
、

　
　
　
　
医
師
と
し
て
患
者
へ
還
元

こ
の「
人
」に
聞
く

様
子
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
自
宅
で
の
出
入
り
の
状
態
や
、

室
内
で
の
移
動
方
法
を
確
認
し
、

生
活
に
寄
り
添
っ
た
良
い
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
の
担
当
者
は
、

「
ご
自
宅
生
活
で
お
困
り
ご
と
が

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
協
力
）

る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
手
に
し
び
れ
が
あ
り

趣
味
の
日
曜
大
工
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
本
人

の
希
望
で
「
ノ
コ
ギ
リ
練
習
」
を

訓
練
に
と
り
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
利
用
者
目
線
の
内

容
が
評
判
と
な
り
、
施
設
内
で
は

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
時

間
以
外
に
も
、
自
主
訓
練
で
自
転

車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
や
歩
行
訓
練

を
す
る
利
用
者
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。実

際
の
生
活
も
確
認

　

送
迎
時
に
も
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
は
同
行
し
、
利
用
者
の
自
宅
の

楽
々
と
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
、
壁
一
面
が
ガ
ラ
ス
窓
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
明
る
い
環
境

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
励
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

脳
血
管
疾
患
、
整
形
疾
患
、
認

知
症
な
ど
を
抱
え
る
幅
広
い
高
齢

者
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

や
る
気
は
人
そ
れ
ぞ
れ

　

施
設
の
特
徴
は
、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
話

し
合
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
利
用
者
全
員
に
個
別
の
目
標

に
そ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
が
提
供
で
き

図
っ
て
い
る
施
設
で
す
。
安
全
に

日
常
生
活
動
作
が
行
な
え
る
よ
う

に
、高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ア
内
は
ス
ペ
ー
ス
が
広

く
、
車
椅
子
で
も
自
分
自
身
で

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ヒ
ル
ズ

東
戸
塚
」
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
で
き
る
だ
け
長
く
自

宅
で
生
活
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

た
身
体
機
能
の
維
持
・
改
善
を

　
「
大
工
仕
事
が
好
き
な
方
に
は
、
ノ
コ
ギ
リ
練
習
も
取
り
入
れ
よ
う
―

―
。」
そ
ん
な
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
戸
塚
区
上
品
濃
に
あ

り
ま
す
。
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
」
を
紹
介
し
ま
す
。

お誕生日会など華やかなイベント
も多い　　　　＝同ホームにて撮影

キリトリ

キリトリ

各日申込順３組様

限定！

サウスウイング（住宅型）・イーストウイング（介護付）・ふれあい東戸塚ホスピタル（病院）

昼食付き施設見学会
　シニアホテル東戸塚は、サウスウイング、イーストウ
イング、ふれあい東戸塚ホスピタルの３施設が見学でき
る昼食付き見学会を開催します。
　1日３組限定のイベントです。お申し込みはお早めに！

期間 ８ 24月 日 金 ９ 17月 日 月祝

場所 シニアホテル東戸塚サウスウイング
〒244-0806　横浜市戸塚区上品濃 16-15

東戸塚駅

川
上
IC

横
浜
新
道

西口 ●●

●

東急ストア

東戸塚
　ホスピタル
イースト
　　ウイング

上品濃公園

ヒルズ
東戸塚

★

シャトルバス
発着所

積水ハウスビル前

消防署

サウスウイング＊東戸塚駅西口より無料
    のシャトルバスを運行

施設で実際に
出している料理が
食べられます！

申込 0120-35-2240

食事例（イベント食）

本
人
の
趣
味
で
あ
る
ノ
コ
ギ
リ
の

練
習
を
訓
練
に
取
り
入
れ
て
い
る

様
子（
上
）、
自
主
的
な
歩
行
訓
練

で
も
さ
り
気
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

ス
タ
ッ
フ
（
右
）

ヒルズ東戸塚 通所リハビリテーション

東戸塚駅

川
上
IC

横
浜
新
道

西口

●

ヒルズ
　  東戸塚

上品濃公園

消防署

☎045-827-2630
横浜市戸塚区上品濃 16-7

広々としたデイルーム
と作業訓練室
一人ひとり完全個別の
リハビリテーション
毎日充実！楽しいレク
リエーション

同施設のリハビリテーションスタッフ

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
（
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

〝
私
ら
し
い
〟介
護
の
た
め
に
は「
住
宅
型
」

各
日
３
組
限
定
の
昼
食
付
き
見
学
会
を
開
催

「
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」で
個
別
の
リ
ハ
ビ
リ
実
施

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
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ふれあい横浜ホスピタルで
体験しませんか？ 看護師のお仕事
「看護師ってどんな仕事かな？」「看護師になりたい！」。そんな思いを持つ中高生・社会
人を対象に一日看護師体験を実施します！

看護師体験の主な内容
オリエンテーション～施設紹介～
模擬看護体験
1. 体温、脈拍、呼吸測定
2. 血圧測定（看護職員と参加者、または参加者同士で実施）
3. 車椅子介助、ストレッチャー移送
4. 洗髪、手浴、足浴、清拭の介助　など
看護職員との懇談会

白衣に着替え
て体験します！
随時受付中です！
お気軽にお問い合
わせ下さい。

お申し込み
お問い合わせ

ふれあい横浜ホスピタル
☎ 045-681-5101
mail: kango-yokohama@fureai-g.or.jp

(担当：看護部 山岡)

地下鉄
関内駅

横浜
公園

横浜
スタジアム

根岸線
至山手

●横浜文化体育館

●
教育文化
センター

JR関内駅

至
桜木町

大通り
公園

高速1号線

横浜
市役所

ふれあい横浜ホスピタル

◆関内駅徒歩 3分です！

　蒲焼きは、関東と関西で調理方法が異なります。関東では背開きで白焼きに
したものを蒸してから再度焼きます。関西では腹開きにして、蒸さずに焼きます。
　うなぎはビタミンＡ、ビタミンＤ、ビタミンＢ1、ビタミンＢ2、ビタミンＢ6、
ビタミンＢ12を豊富に含み、エネルギー代謝が効率的に行なわれ、身体の
調子も整えます。

う ざ く

監修・調理／管理栄養士:穴田律子

材 料 【１人分】81kcal／塩分2.1ｇ

● うなぎ（蒲焼き） 1/4串（80ｇ）
● わかめ（もどしたもの） 25g
● きゅうり 1/2本（50g）
● 塩 0.15ｇ
● 生姜（せん切り） 10g
　　　● 酢 8cc
　　　● 砂糖 4g
　　　● 塩 0.5g
　　　● だし汁 2.5cc

合
わ
せ
調
味
料

～疲労回復や夏バテ対策には、うなぎ!～

　

―
―
―
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「
近
年
増
加
し
て
い
る
高

齢
者
の
転
倒
に
起
因
す
る
怪
我
を

予
防
す
る
た
め
、
当
院
に
所
属
し

て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を

も
つ
『
理
学
療
法
士
』
が
、
転
倒

予
防
を
軸
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

も
と
に
、
ご
利
用
者
様
お
一
人
お

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

生
き
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
当
院

の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
心
も
身
体
も
健
康
に
、
そ
し
て

い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一

同
で
ご
利
用
者
様
を
お
迎
え
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
見
学
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

　
―
―
―
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
度
、
見
学
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
取
材
協

力
／
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎︎
０
４
５
・
６
８
１
・
５
１
０
１
）

対
象
で
す
」

　
―
―
―
利
用
の
頻
度
、
時
間
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
同
）「
週
１
〜
４
回
程
度
で
、

利
用
時
間
は
10
時
〜
16
時
。
ご
希

望
者
は
入
浴
も
可
能
で
す
。
ご
自

身
で
の
来
院
が
困
難
な
方
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
、
ご
自
宅
ま
で
の
送

迎
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
（
送
迎

範
囲
は
要
相
談
）。

　

た
だ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
体
操

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
織
り
交
ぜ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
誕
生
日
会
や

季
節
行
事
、
合
唱
会
な
ど
、
一
年

を
通
し
て
ワ
ク
ワ
ク
快
適
な
時
間

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
」

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
で
は
、

要
介
護
１
〜
５
、
も
し
く
は
要
支

援
１
〜
２
の
認
定
を
受
け
た
方
が

　

―
―
―
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
利

用
で
き
る
の
で
す
か
？

　

身
体
機
能
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
楽
し
め
る
内
容
を
織
り
込

ん
だ
リ
ハ
ビ
リ
に
定
評
の
あ
る「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

主
治
医
の
指
示
の
も
と
、
作
業

療
法
、
理
学
療
法
、
言
語
聴
覚
療

法
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
。
心
身
機
能
の
維
持
・
向

上
を
図
り
、
日
常
生
活
を
で
き
る

だ
け
自
分
で
行
な
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

▽
目
的

①
身
体
機
能
の
維
持
回
復

療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や
、

施
設
内
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
機
器

で
、
低
下
し
た
身
体
機
能
の
維

持
や
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
生
活
機
能
の
維
持
向
上

自
宅
内
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
生
活
範
囲
を
拡
大
さ
せ
た

り
、
よ
り
よ
い
日
常
生
活
を
送

る
た
め
の
支
援
や
訓
練
を
行
な

い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

ど
ち
ら
も
基
準
が
定
め
ら
れ
、

各
施
設
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
内
容

や
設
備
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
利

用
の
検
討
は
、
ぜ
ひ
施
設
見
学
を

行
な
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

味
も
あ
り
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
く
き
っ
か
け
づ
く
り

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

▽
目
的

①
社
会
的
な
交
流

体
力
が
落
ち
、
自
宅
か
ら
な
か

な
か
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

が
、
安
心
し
て
外
出
し
、
交
流

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

②
楽
し
み
や
生
き
が
い

四
季
折
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
体
操
、
趣
味
活
動
、
娯
楽

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生
き
が

い
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
と
は

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

こ
と
で
す
。「
病
院
」
や
「
介
護

老
人
保
健
施
設
」
な
ど
の
医
療
施

設
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
福

祉
施
設
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

食
事
や
入
浴
の
ほ
か
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す
る
意

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

通
所
介
護
の
こ
と
で
す
。「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
や
「
特

『将来をイメージしませんか？』Open Campus
2018 夏 湘南医療大学

●授業体験フェスタ
8 月 26 日（日）10:00~15:00

公開講座も
開催

☎ 045-821-0115

茅ヶ崎看護専門学校
●オープンキャンパス
8 月 29 日（水）13:00~16:00

体験学習
あり

☎ 0467-86-6011

下田看護専門学校
●学校説明会
8 月 28 日（火）13:00~16:00

体験実習
あり

☎ 0558-25-2211

学校説明会･オープンキャンパス･入試の詳細については各校へお問い合わせください。医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
●学校見学会

9 月 22 日（土）10:00~12:00
＜理学療法学科･作業療法学科＞

＜言語聴覚学科＞
9 月 8 日（土）10:00~12:00

☎ 0467-88-6611

医療ビジネス観光情報専門学校
●〈観光学科限定〉スペシャル オープンキャンパス

8月 21日（火）10:00~13:00
●個別相談会 8 月 25日（土）10:00~12:00

☎ 042-744-9711
●模擬授業 9 月   1 日（土）10:00~12:00

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
８
月
26

日
㈰
10
時
〜
15
時
ま
で
、「
授
業

体
験
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

将
来
、
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い

る
高
校
生
が
、
同
大
の
授
業
を
体

験
で
き
る
好
評
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
同
日
は
、
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
と
し
た
講
座
も
開
催
。

作
業
療
法
学
専
攻
長
の
生
田
宗
博

教
授
に
よ
る
テ
ー
マ
「
脳
機
能
を

回
復
さ
せ
る
作
業
療
法
」
の
公
開

講
座
で
す
。同
大
学
担
当
者
は「
作

業
療
法
士
が
医
療
現
場
で
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
が
分
か
る

講
座
で
す
。
今
後
進
路
を
決
め
て

い
く
中
高
生
に
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
公

開
講
座
は
、
事
前
申
込
み
が
不

要
。
詳
細
は
同
大
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
湘
南
医
療
大
学
☎︎

０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
１
５
（
入

試
事
務
室
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

過去に開催された公開講座の様子

　

下
田
看
護
専
門
学
校
で
は
こ
の

春
、
Ｈ
30
年
度
生
と
な
る
40
名
の

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
大
半
は
、
同
校
が
あ

る
静
岡
県
下
田
市
で
新
生
活
を
始

め
た
り
、
学
生
寮
（
下
田
看
護
専

門
学
校
専
用
）
に
入
寮
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、
下
田
と

い
う
新
た
な
土
地
で
「
看
護
師
に

な
る
」
と
い
う
希
望
を
胸
に
入
学

し
た
新
入
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
同
じ
夢

を
持
つ
友
人
に
出
会
え
た
」「
興

味
の
あ
る
分
野
な
の
で
授
業
が
楽

し
い
」
な
ど
学
校
生
活
の
感
想
の

ほ
か
、
多
い
回
答
の
中
で
「
一
番

の
楽
し
み
は
友
達
と
話
す
こ
と
」

と
い
う
新
生
活
に
関
す
る
も
の
が

目
立
ち
ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
、

校
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
友
人
と

笑
顔
で
昼
食
を
食
べ
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、同
校（
下

田
看
護
専
門
学
校
）
を
選
ん
だ
理

由
は
、「
学
校
説
明
会
に
参
加
し

て
進
学
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
の

回
答
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
校
担
当
者
は
「
当
校
で
は
学

生
の
『
看
護
師
に
な
り
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
学
や

説
明
会
に
お
越
し
下
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
下
田
看
護
専
門
学
校

（
☎︎
０
５
５
８
・
２
５
・
２
２

１
１
）
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
充
実
感
あ
る
学
校
生
活
も
魅
力
の
同
校

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
科
目
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な
の

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護福祉士 筆記対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

デイサービス（通所介護）の社会的意義

デイケア（通所リハビリ）の存在意義

社会的交流の場の提供
体力が落ち、自宅からなかなか出ることが
できない利用者に対し、安心して外出でき､
他者と交流できる場所を提供しています。

身体機能の維持回復
病気や怪我によって低下した身体機能の維
持や向上を目的として、専門療法士らが個
別のリハビリテーションを提供しています。

楽しみや生きがいの場づくり
季節に合わせた行事や体操・趣味・娯楽を
提供することで、楽しめる場所や生きがい
を感じる場としての役割を担っています。

生活機能の維持向上
満足のいく日常生活が送れるように、身体
機能の維持向上を目的としたリハビリテー
ションの提供やサポートを行ないます。

レクリエーションを
楽しむ様子（上）/
車椅子での送迎にも
対応（左下）/ 理学
療法士による本格的
なリハビリ（右下）

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
デ
イ
ケ
ア
」
の
違
い
は
わ
か
り
ま

す
か
？
ど
ち
ら
も
日
中
の
決
ま
っ
た
時
間
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
点
で
は
同
じ
で
す
が
、目
的
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

楽
し
い
＆
本
格
リ
ハ
ビ
リ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
身
を
健
康
に

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

苦
手
な
筆
記
試
験
を
克
服
し
よ
う
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

学
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

新
入
生
、
充
実
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

下
田
看
護
専
門
学
校

医
療
の
仕
事
を
考
え
よ
う

「
授
業
体
験
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
！

湘
南
医
療
大
学

  
通
所
の
介
護
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
／
デ
イ
ケ
ア」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

そ
の
違
い
は
？
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介護関連肺炎について
　人口の高齢化に伴い、介護施設など
で長期に過ごされる高齢者が多くなって
います。介護施設、長期療養型施設など
で起こる肺炎の予防・治療について、呼吸
器の専門医がわかりやすく説明致します。

8月30日（木）13：30～14：30

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

9月26日（水）13:30～14:30
【講師】総合診療科 山本征夫医師
「脳梗塞のリハビリについて」

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
呼吸器内科
本間 和夫 副院長
日本呼吸器学会専門医

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい東戸塚ホスピタル（総務課）
☎045-827-2637
横浜市戸塚区上品濃16-8

東戸塚駅西口より無料シャトルバス運行
（13時00分、15分、30分）

ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

至 横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

糖尿病になりにくい生活 ～糖尿病を予防するには？～
　糖尿病は日常的な生活習慣から、誘因
して起こる病気です。
　8月の医学講座では、糖尿病について
解説します。当院で内科を担当する飯室
世都子医師が分かりやすくお話いたします。

8月23日（木）13：00～14：00

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

9月21日（金）13:00～14:00
【講師】 神経内科　馬場泰尚医師
「いろいろな頭痛 ～しつこい頭痛とどう向き合う？～」

ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室
講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
内科

飯室 世都子 医師

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR（京浜急行）新子安駅より
無料シャトルバス運行（約5分）

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

1

JR

禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

禁
煙
が
難
し
い
理
由
は
「
絶
対

に
や
め
る
ぞ
！
」
と
い
う
本
人
の

意
志
だ
け
に
頼
る
こ
と
が
、
生
理

的
に
限
界
が
あ
る
か
ら
で
す
。
不

眠
・
発
汗
・
頭
痛
・
イ
ラ
イ
ラ
・

不
安
な
ど
が
タ
バ
コ
特
有
の
禁
断

症
状
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
そ
し
て

こ
の
辛
さ
が
、
禁
煙
の
意
志
を
上

回
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

同
院
で
禁
煙
外
来
を
担
当
す
る

本
間
医
師
（
日
本
禁
煙
学
会
認
定

指
導
医
）
は
「
生
理
学
的
・
心
理

学
的
側
面
の
両
方
か
ら
、
無
理
な

く
禁
煙
に
導
く
こ
と
が
、
当
院
の

特
徴
で
す
。
ご
自
身
だ
け
で
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
禁
煙
へ
の
挑
戦

を
、当
院
が
お
手
伝
い
致
し
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。　

    （
取
材
協
力
）

（
バ
レ
ニ
ク
リ
ン
）
と
貼
り
薬
（
ニ

コ
チ
ン
パ
ッ
チ
）
の
２
種
か
ら
、

患
者
の
体
調
や
病
気
の
有
無
に
あ

わ
せ
て
適
し
た
も
の
を
医
師
が
選

択
し
、
治
療
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
※
自
己
負
担
額
は
１
万
８
千
円
程

度
（
保
険
適
用
時
、
全
５
回
の
診
察
例
）。

　

戸
塚
区
上
品
濃
に
あ
る
「
ふ
れ

あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」で
は
、

日
本
禁
煙
学
会
認
定
指
導
医
が
保

険
診
療
で
禁
煙
治
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
保
険
で
の
禁
煙
治
療
に
は

要
件
が
あ
り
ま
す
。
主
に
飲
み
薬

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン

な
ど
を
生
じ
る
と
、
壊え

そ疽
や
壊え

し死

を
起
こ
し
、
下
肢
切
断
と
い
う
最

悪
の
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
す
。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
福
嶋
満
男
Ｍ

Ｅ
（
臨
床
工
学
技
士
）
は
次
の
よ

う
に
話
し
ま
す
。「
糖
尿
病
性
腎

症
の
患
者
様
に
お
い
て
も
、
フ
ッ

ト
ポ
ン
プ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。
以
前
は
皮
膚
の
血
色
が

蒼
白
な
状
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、

フ
ッ
ト
ポ
ン
プ
の
使
用
に
よ
っ
て

血
色
が
よ
く
な
り
、
足
も
温
か
い

で
す
。
透
析
治
療
中
に
２
時
間
程

の
使
用
で
、
下
肢
の
血
行
状
態
の

悪
化
の
緩
和
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

下
肢
つ
り
症
状
な
ど
に
お
悩
み

の
透
析
患
者
様
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
」。（
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎︎
０
４
５
・
８
０
３
・
３
２
２
１
）

痙け
い
れ
ん攣・

痺し
び

れ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

横
浜
市
泉
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
」
で
は
、
フ
ッ

ト
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
透
析
療
法

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
フ
ッ
ト

ポ
ン
プ
」
で
下
肢
の
血
流
を
改
善

し
、
浮む
く
み腫

・
つ
り
・
痺
れ
・
痙
攣

の
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
で
は
特
に

　

人
工
透
析
患
者
の
中
で
も
特
に

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
末
梢
の
血
流

を
常
に
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
れ
が
悪
化
し
た
状
態
で
傷

　

人
工
透
析
治
療
は
、
週
３
回
、

同
じ
姿
勢
（
仰
向
け
）
の
ま
ま
３

〜
４
時
間
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
懸
案
は
、
下
肢
静
脈
血
の
血

流
悪
化
で
す
。

　

透
析
治
療
に
は
「
除
水
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
末
梢
血
管
の

血
流
が
悪
化
し
、
下
肢
の
つ
り
・

　

人
工
透
析
療
法
で
下
肢
の
浮む
く
み腫

や
痺し
び

れ
な
ど
に
悩
む
人

は
多
く
、「
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
」
で
は
透
析
治
療
中
に
フ
ッ

ト
ポ
ン
プ
を
使
用
し
、
症
状
の
緩
和
を
図
っ
て
い
ま
す
。

   

◆
股
関
節
専
門
外
来

毎
週
木
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時

　
※
担
当
医
…
坂
巻
副
院
長

　
　
▽
股
関
節
脱
臼

　
　
▽
ペ
ル
チ
ス
病

　
　
▽
大
腿
骨
頭
壊
死
症  

な
ど

　

股
関
節
の
疾
患
を
診
る
専
門
外

来
で
す
。幼
児
か
ら
年
配
者
ま
で
、

担
当
医
で
あ
る
坂
巻
副
院
長
が
直

接
、
診
察
を
行
な
い
、
専
門
的
な

治
療
を
し
て
い
ま
す
。

　

ギ
プ
ス
固
定
の
実
施
、
ま
た
は

患
者
ご
と
に
サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
た

専
門
装
具
の
発
注
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
▽
腰
椎
圧
迫
骨
折

　
　
▽
骨
粗
鬆
症

　
　
▽
骨
折
・
捻
挫  

な
ど

　

幅
広
い
慢
性
疾
患
に
対
し
、
内

服
薬
や
湿
布
薬
の
処
方
の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
注
射
治
療
を
行
な

い
、
痛
み
や
症
状
の
緩
和
な
ど
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
で
は
、
骨
質
を
強
く

す
る
注
射
治
療
を
定
期
的
に
実
施

し
、
Ｘ
線
撮
影
で
骨
密
度
の
検
査

も
行
な
い
ま
す
。

　

転
倒
や
運
動
な
ど
に
よ
る
軽

度
の
骨
折
・
捻
挫
で
は
、Ｘ
線
（
ま

た
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
撮
影
を
も
と
に
、

ギ
プ
ス
・
装
具
の
固
定
な
ど
で

治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。

    

◆
整
形
外
科
外
来

　
　
▽
脊
柱
管
狭
窄
症

　
　
▽
変
形
性
膝
関
節
症

　
　
▽
腰
椎
す
べ
り
症

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
整
形
外
科
」
は
、
坂
巻
豊
教
副

院
長
、
田
口
英
医
師
（
常
勤
）
の

ほ
か
、
非
常
勤
医
師
４
名
を
含
め

た
診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

骨
折
・
捻
挫
な
ど
の
外
傷
の
ほ
か
、
骨
粗
鬆
症
、
変
形
性

膝
関
節
症
な
ど
の
診
察
を
行
な
う「
整
形
外
科
」。今
回
は「
股

関
節
」
専
門
外
来
も
あ
る
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
鶴
見
区
東
寺

尾
４
の
４
の
22
）
の
診
療
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

合
は
、「
変
形
性
膝
関
節
症
」
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
女
性
や
高

齢
者
に
多
く
、
悪
化
す
る
と
手
術

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
…
圧
迫
骨
折
な
ど

　

本
人
の
自
覚
が
な
い
ま
ま
「
骨

粗
鬆
症
」
に
な
っ
て
い
る
と
、
尻

も
ち
を
つ
い
た
時
、
重
い
物
を

持
っ
た
時
、
同
じ
姿
勢
で
作
業
し

た
時
な
ど
、
何
気
な
い
動
作
で
骨

が
折
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
骨
折
は
、「
寝
た
き

り
」
に
な
る
リ
ス
ク
も
負
っ
て
い

る
の
で
、
要
注
意
で
す
。
骨
密
度

の
測
定
は
、
医
療
機
関
な
ど
を
活

用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
…
股
関
節
の
疾
患

　

脚
の
付
け
根
で
体
重
を
支
え
る

重
要
な
部
位
「
股
関
節
」。

　

例
え
ば
、
大
腿
骨
の
頭
部
の
血

流
悪
化
で
細
胞
が
死
滅
し
、
骨
が

徐
々
に
崩
れ
て
し
ま
う
「
大
腿
骨

頭
壊
死
症
」
で
は
、
進
行
す
る
と

痛
み
が
ひ
ど
く
な
り
、
次
第
に
歩

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
神
経
が
圧
迫

さ
れ
、腰
部
周
辺
が
だ
る
く
な
り
、

腰
痛
の
ほ
か
、
足
の
し
び
れ
や
痛

み
も
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
…
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど

　

こ
れ
も
老
化
が
原
因
で
あ
る
ほ

か
、
肥
満
や
遺
伝
な
ど
に
よ
っ
て

も
起
こ
り
ま
す
。

　

膝
の
関
節
が
変
形
し
て
い
る
場

「
脊
柱
管
狭
窄
症
」
で
す
。

　

加
齢
な
ど
が
原
因
で
靭
帯
が
厚

く
な
り
、
神
経
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ

る
「
脊
柱
管
」
が
狭
く
な
り
ま

　

　
　
…
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど

　

中
高
年
が
多
く
抱
え
る
「
腰

痛
」。
そ
の
主
な
疾
患
の
一
つ
が

禁煙外来

「禁煙治療」の要件　
※ふれあい東戸塚HP
　（日本禁煙学会認定指導医
　による「禁煙外来」）

ふれあい東戸塚ホスピタル
横浜市戸塚区上品濃16-8 ☎045-827-2637

予約不要

お問い合わせ

本間和夫副院長（日本禁煙学会
認定指導医）が寄り添って治療します

説明を受けて
治療承諾書に
同意できる

保険診療による

月

受
付
時
間 午後

火 水 木 金 土

※35歳以上

患者自ら
禁煙を
望んでいる

３カ月間で
５回通院でき、
診療に同意できる

３カ月間で
５回通院でき、
診療に同意できる

「ニコチン依存症」
診断テストが
　　　５点以上

「ニコチン依存症」
診断テストが
　　　５点以上

喫煙年数
×

１日の平均喫煙本数
＝

２００本以上

喫煙年数
×

１日の平均喫煙本数
＝

２００本以上

13：30～16：30

午前
8：30～11：30

　

日
本
人
に
特
に
多
い
「
足
腰
の
痛
み
」。
加
齢
が
原
因

と
な
る
疾
患
も
多
い
で
す
が
、
早
め
の
治
療
は
大
手
術
や

車
椅
子
生
活
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
安
な
痛
み
や

症
状
は
、
放
っ
て
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☎045-
586-1717

お問い
合わせ

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

1

JR

脊柱管狭窄症 骨粗鬆症による
（圧迫）骨折

骨が直接ぶつかり炎症
体重負荷がかかる部位で
壊死が生じ、骨頭が圧潰

健康な
骨の断面

骨粗鬆症の
骨の断面

大腿骨頭
壊死症

椎間板

神経 手首・腕の
付け根など

膝

血管

脊柱管
靱帯

変形性
膝関節症

股関節股関節

脊柱脊柱

高齢者に多い足腰・骨の疾患や状態

下肢に装着するフットポンプ
※効果には個人差があります。

医学博士
日本整形外科学会
　専門医
　専門スポーツ医
　専門リウマチ医
　専門脊椎・脊髄病医　ほか

坂
巻 

豊
教 

副
院
長

田
口 

英 

医
師

腰
の
痛
み

膝
の
痛
み

骨
粗
鬆
症

歩
き
に
く
さ

タ
バ
コ
は
一
人
で
は
、︎や
め
ら
れ
な
い

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
・「
禁
煙
」
外
来

股
関
節
の
専
門
外
来
も
あ
る「
整
形
外
科
」

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
〈
取
材
協
力
〉

　

足
腰
の
痛
み
は「
加
齢
の
せ
い
」⁉

　
　
　
　

 

放
っ
て
お
い
た
ら
、︎も
っ
と
大
変
！

取
材
協
力
／
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
（
横
浜
市
泉
区
中
田
南
）

　

  

透
析
治
療
の
悩
み

　
　

   

血
行
不
良
に「
フ
ッ
ト
ポ
ン
プ
」を
採
用


